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各種サービスの問い合わせ先

緯42-2328社会福祉協議会（社協）
つどいの場事業、給食宅配サービス、在宅高齢者支援

サービス、電話訪問サービスに関すること

緯42-2223住宅管理グループ（住宅）
高齢者世話付き住宅（シルバーハウジング）に関する

こと

緯42-3213
福祉事業グループ（福祉）

保健介護グループ（保健）

上記以外の在宅生活支援サービス、いきがい・健康づ

くりサービスに関すること

市では、高齢者の皆さんが安心して暮らせるよう、各種福祉サービスを実施しています　市では、高齢者の皆さんが安心して暮らせるよう、各種福祉サービスを実施しています。。
利用については、お気軽に市役所や実施機関にお問い合わせください　利用については、お気軽に市役所や実施機関にお問い合わせください。。
なお、各行事等の実施案内は、そのつどお知らせします　なお、各行事等の実施案内は、そのつどお知らせします。。

ご利用くださご利用くださいい外外

高齢者福祉サービ高齢者福祉サービスス
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医
療
機
関
等
へ
の
移
動
（
交
通

機
関
を
利
用
）
の
際
の
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
要
介
護
３
～
５
に
相

当
す
る
在
宅
の
高
齢
者
、
身
体

障
が
い
者
等
級
１
級
ま
た
は
２

級
の
下
肢
障
が
い
者
及
び
体
幹

機
能
障
が
い
を
有
す
る
方

　
健
康
の
維
持
増
進
と
閉
じ
こ
も

り
の
防
止
や
意
欲
の
向
上
を
図
る

た
め
、
温
泉
利
用
優
待
券
を
交
付

し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
　
歳
以
上
の
方
、
身

６５

体
障
が
い
者
等
（
　
歳
以
下
の

６４

方
）

▼
交
付
枚
数
　
１
人
に
つ
き
年
間

５
枚
の
温
泉
利
用
優
待
券
を
交

付
　

　
日
常
生
活
の
利
便
性
と
社
会
活

動
の
拡
大
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
も
し
く
は

バ
ス
利
用
券
の
ど
ち
ら
か
を
交
付

し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
　
歳
以
上
の
方

７５

▼
助
成
額
　
１
人
に
つ
き
１
枚
５

０
０
円
の
利
用
券
が
　
枚
つ
づ

１２

り
と
な
っ
て
い
る
６
０
０
０
円

分
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
、
も
し

く
は
1
枚
１
０
０
円
の
利
用
券

が
　
枚
つ
づ
り
と
な
っ
て
い
る

６０
６
０
０
０
円
分
の
バ
ス
利
用
券

の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
い
た
だ

き
年
間
１
冊
交
付
　

▼
助
成
額
　
要
介
護
３
の
方
は
年

間
１
万
５
０
０
０
円
、
要
介
護

４
・
身
体
障
が
い
者
等
級
１
級

ま
た
は
２
級
の
下
肢
障
が
い
者

及
び
体
幹
機
能
障
が
い
者
の
方

～
年
間
２
万
円
、
要
介
護
５
の

方
は
年
間
２
万
５
０
０
０
円
を

限
度
と
し
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
利
用
券
を
交
付

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

●
高
齢
者
外
出
支
援
交
通
機
関
利

用
助
成
事
業
（
福
祉
）

●
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
福
祉
）

●
高
齢
者
健
康
セ
ン
タ
ー
利
用
優

待
券
交
付
事
業
（
福
祉
）

在
宅
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
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事
故
や
急
病
な
ど
突
発
的
事
態

に
対
処
で
き
る
よ
う
、
消
防
署
と

利
用
者
宅
を
直
接
電
話
回
線
で
結

ぶ
緊
急
通
報
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
お
お
む
ね
　
歳
以
上

６５

の
１
人
暮
ら
し
世
帯
で
、
身
体

が
虚
弱
な
方
や
重
度
の
身
体
障

が
い
な
ど
に
よ
り
、
緊
急
時
に

機
敏
に
行
動
す
る
こ
と
が
困
難

な
方

●
緊
急
通
報
装
置
設
置
サ
ー
ビ
ス

（
保
健
）

ま
す
。

　
体
力
的
に
除
雪
が
困
難
な
高
齢

者
世
帯
な
ど
の
自
宅
周
辺
を
除
雪

し
て
い
る
町
内
会
・
自
治
会
や
ボ

　
　
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で
、

６５
疾
病
な
ど
に
よ
り
身
体
機
能
が
低

下
し
、
食
事
の
支
度
が
困
難
な
方

に
、
食
事
を
宅
配
し
食
生
活
の
改

善
と
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼
実
施
日
　
毎
週
月
～
金
曜
日
の

１
日
１
回
夕
食
（
土
・
日
曜
、
祝

日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
利
用
料
　
１
食
３
０
０
円

　
在
宅
介
護
の
知
識
や
技
術
を
専

門
講
師
が
わ
か
り
や
す
く
お
教
え

し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
市
民
の
方

　
加
齢
に
伴
い
生
じ
る
生
活
上
の

不
安
や
不
便
を
で
き
る
だ
け
解
消

し
、
安
心
し
て
快
適
な
生
活
が
営

め
る
よ
う
、
日
常
生
活
を
支
援
す

る
生
活
援
助
員
を
配
置
し
た
高
齢

者
に
優
し
い
設
計
の
住
宅
で
す
。

▼
戸
数
　
神
威
神
楽
岡
団
地
　
戸
、

１９

東
光
団
地
　
戸
１９

　
体
力
的
に
除
雪
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
高
齢
者
世
帯
に
、
除
雪
ヘ

　
認
知
症
高
齢
者
な
ど
に
や
さ
し

い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
開
催
を
希
望
す
る
方
の
も
と
に

出
向
い
て
実
施
す
る
「
出
前
形

式
」
で
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者
　
小
学
生
以
上
の
方

※
受
講
人
数
は
問
い
ま
せ
ん
。
個

　
居
住
家
屋
の
屋
根
の
除
雪
な
ど

が
困
難
で
、
経
済
的
に
困
っ
て
い

る
高
齢
者
世
帯
に
経
費
を
助
成
し

ま
す
。

▼
対
象
者
　
お
お
む
ね
　
歳
以
上

６５

の
方
で
、
近
く
に
扶
養
義
務
者

が
い
な
い
、
経
済
的
に
困
窮
し

て
い
る
方

▼
助
成
額
　
前
年
度
の
平
均
所
得

月
額
に
よ
り
決
定

　
在
宅
で
中
度
・
重
度
の
要
介
護

者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
に
対
し
、

介
護
用
品
と
交
換
で
き
る
引
換
券

を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
し
、

介
護
保
険
法
の
認
定
が
要
介
護

３
か
ら
５
の
在
宅
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族

▼
助
成
額
　
１
か
月
に
つ
き
３
０

０
０
円
　

▼
対
象
品
目
　
紙
オ
ム
ツ
、
尿
取

り
パ
ッ
ド
、
使
い
捨
て
手
袋
、

清
拭
剤
、
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー

な
ど
の
介
護
用
品

※
引
換
券
で
紙
お
む
つ
、
尿
取
り

パ
ッ
ド
と
引
き
換
え
た
場
合
は
、

市
指
定
の
可
燃
ご
み
袋
　
リ
ッ

２０

ト
ル
を
１
か
月
に
　
枚
支
給
し

１０
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●
除
雪
経
費
助
成
サ
ー
ビ
ス
（
保

健
）

●
除
雪
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
サ
ー
ビ
ス

（
保
健
）

●
除
雪
ロ
ー
タ
リ
ー
貸
与
サ
ー
ビ

ス
（
保
健
）

●
家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
（
保

健
）

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
保
健
）

●
介
護
教
室
（
保
健
）

●
高
齢
者
世
話
付
住
宅
（
シ
ル
バ

ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）（
住
宅
）

▼
家
賃
　
入
居
世
帯
の
収
入
に
よ

っ
て
決
定

●
給
食
宅
配
サ
ー
ビ
ス
（
社
協
）

▼
利
用
料
　
設
置
・
点
検
・
電
池

交
換
・
撤
去
費
用
は
無
料
。
通

話
料
や
利
用
者
の
事
情
に
よ
る

移
設
費
用
は
利
用
者
負
担

ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
お
お
む
ね
　
歳
以
上

６５

の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
な
ど
で
、

近
く
に
扶
養
義
務
者
が
い
な
い

方
▼
利
用
料
　
前
年
度
の
所
得
課
税

年
額
に
よ
り
決
定

▼
参
加
料
　
無
料

▼
開
催
日
程
　
年
４
回

※
開
催
日
時
及
び
内
容
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
開
催
時
期
が

近
く
な
り
ま
し
た
ら
、
広
報
紙

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
で
も
団
体
で
も
出
前
し
ま
す
。

▼
受
講
料
　
無
料

※
受
講
修
了
者
に
は
、
サ
ポ
ー
タ

ー
の
あ
か
し
で
あ
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
対
し
機

械
を
貸
し
出
し
ま
す
。

▼
貸
出
対
象
者
　
機
械
の
貸
出
先

は
、
老
人
家
庭
の
周
囲
を
ひ
と

冬
除
雪
し
て
く
れ
る
町
内
会
・

　
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど

▼
利
用
料
　
燃
料
費
を
利
用
団
体

が
負
担

ご利用ください！高齢者福祉サービス

　
聴
力
低
下
の
あ
る
高
齢
者
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保
や

社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う
、
補
聴

器
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者
　
購
入
時
　
歳
以
上
の

６５

　
方
の
う
ち
、
身
体
障
害
者
手
帳

　
の
交
付
対
象
外
で
、
補
聴
器
が

　
必
要
で
あ
る
と
医
師
の
証
明
が

　
あ
る
方

▼
助
成
費
用
　
上
限
　
３
万
円

●
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助
成
事

業
（
保
健
）
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ご利用ください！高齢者福祉サービス

▼
老
人
ク
ラ
ブ
運
営
助
成

　
高
齢
者
の
自
主
的
組
織
で
あ
る

各
老
人
ク
ラ
ブ
に
対
し
、
運
営
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
〈
日
程
未
定
〉

　
高
齢
者
の
体
力
づ
く
り
と
軽
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
的
に
、
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り

開
催
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
〈
８
月

下
旬
・
ア
リ
ー
ナ
チ
ロ
ル
（
予

定
）〉

　
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
相
互
交
流
と

高
齢
者
の
体
力
づ
く
り
を
目
的
に
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し

▼
敬
老
会
〈
９
月
中
旬
・
う
た
み

ん
（
予
定
）〉

　
市
内
に
居
住
す
る
　
歳
以
上
の

７５

方
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

　
会
食
や
余
興
を
楽
し
み
多
く
の

同
世
代
と
交
流
し
、
生
き
る
喜
び

と
意
欲
の
向
上
を
図
り
ま
す
（
開

催
日
が
近
く
な
り
ま
し
た
ら
、
対

象
者
に
個
人
通
知
し
ま
す
）。

▼
百
歳
高
齢
者
へ
の
記
念
品
贈
呈

　
１
０
０
歳
を
迎
え
総
理
大
臣
よ

り
お
祝
い
状
を
い
た
だ
く
方
に
、

お
祝
い
状
を
入
れ
る
専
用
額
縁
と

フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
を
市
よ
り
贈
呈

し
ま
す
。

▼
敬
老
祝
金
支
給

　
長
寿
を
お
祝
い
し
、
そ
の
年
に

　
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぎ
、
心
身
の

健
康
の
維
持
、
増
進
を
目
的
に
行

い
ま
す
。

▼
対
象
者
　
市
内
に
居
住
す
る
　６５

歳
以
上
の
方

▼
実
施
内
容
　
茶
話
会
・
軽
運
動

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
趣
味

活
動
な
ど

▼
会
　
場
　
社
会
福
祉
協
議
会

▼
開
催
日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
　１０

時
～
　
時
（
祝
日
を
除
く
）

１４

▼
参
加
料
　
１
回
１
５
０
円

た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
歳
と
な
る
方
に
敬
老
祝
金
と
し

８０て
１
万
円
を
支
給
し
ま
す
（
敬
老

の
日
が
近
く
な
り
ま
し
た
ら
、
対

象
者
に
個
人
通
知
し
ま
す
）。

　
　
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

６５
高
齢
者
な
ど
に
対
し
、
電
話
に
よ

る
定
期
的
な
安
否
確
認
や
相
談
サ

ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

▼
実
施
日
　
毎
週
水
曜
日
（
祝
日

　
を
除
く
）

▼
利
用
料
　
無
料

　
お
お
む
ね
　
歳
以
上
の
ひ
と
り

７０

暮
ら
し
世
帯
に
安
否
の
確
認
を
行

い
（
月
２
回
程
度
訪
問
）、
孤
独
感

の
軽
減
を
図
り
在
宅
生
活
の
継
続

を
支
援
し
ま
す
。
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●
在
宅
高
齢
者
支
援
サ
ー
ビ
ス

（
社
協
）

●
電
話
訪
問
サ
ー
ビ
ス
（
社
協
）

●
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
支
援（
福
祉
）

●
敬
老
事
業
（
福
祉
）

●
つ
ど
い
の
場
事
業
（
社
協
）

▼
利
用
料
　
無
料

い
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

※
昼
食
は
希
望
者
の
み
 斡
  旋
 し
ま

あ
っ
 せ
ん

す
。
送
迎
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
各
行
事
に
つ
い
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

の
た
め
延
期
ま
た
は
中
止
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

消
防
本
部
予
防
・
保
安
グ
ル
ー
プ
☎
4
2-

3
2
5
5

消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の

　
　
取
り
扱
い
に
注
意
！

　
万
一
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯

油
が
漏
れ
る
と
、
火
災
の
危
険
性

が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
上
下
水

道
へ
の
混
入
、
河
川
へ
の
流
出
、

土
壌
の
汚
染
な
ど
日
常
生
活
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
ま
た
、
事
故
後
の
油
の
処
理
は

使
用
者
の
負
担
と
な
り
、
多
額
の

費
用
も
発
生
し
ま
す
。

　
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

に
は
、
日
常
的
な
点
検
や
安
全
対

策
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
次

の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
配
管
や
タ
ン
ク
本
体
に
腐
食
や

亀
裂
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
残
油
量
を
定

期
的
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
異

常
な
減
り
や
強
い
灯
油
臭
を
感

じ
た
と
き
は
油
漏
れ
を
疑
い
、

す
ぐ
に
バ
ル
ブ
を
閉
め
、
業
者

へ
連
絡
し
て
見
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。

・
脚
部
が
確
実
に
固
定
さ
れ
て
い

る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
草
刈
り
を
行
う
際
は
、
配
管
を

切
断
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
灯
油
の
盗
難
対
策
と
し
て
、
セ

ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
盗
難
防
止
グ

ッ
ズ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
一
般
家
庭
に
お
け
る
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
事
故
事
例
紹
介

▼
事
例
１
　
草
刈
機
で
誤
っ
て
配

管
を
切
断
し
、
そ
れ
に
気
付
か

ず
大
量
の
灯
油
を
流
出
さ
せ
た
。

▼
事
例
２
　
ス
ト
ー
ブ
の
火
が
消

え
た
た
め
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
を

確
認
す
る
と
配
管
が
切
断
さ
れ

て
お
り
、
残
量
が
「
０
」
に
な

っ
て
い
た
。

▼
事
例
３
　
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
周
囲

の
地
面
を
掘
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
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地
中
の
配
管
を

傷
つ
け
て
し
ま

い
、
灯
油
を
流

出
さ
せ
た
。



55 令和４年６月号

●対象者
①歌志内市に在住または通勤している方
②令和４年４月１日現在、18歳以上の方
※報酬などはありません。

歌志内／夢・まち未来会議
　広報うたしない５月号にてお知らせしました本会議について、メンバーを募集しています。

●歌志内／夢・まち未来会議とは
　まちづくりに関心を持つ多くの市民が参加し、
人口減少が続く本市における将来のあるべき姿や
夢、その夢を実現するための方法などを自由に語
り合う場で、参加者一人ひとりの意見から「住みた
いまち、次世代に誇れるまち」の実現に生かしてい
く会議です。

●応募方法
①希望される方に応募用紙をお送りしますので、
下記問い合わせ先へご連絡ください。
②市ホームページから応募用紙をダウンロード、
ご記入のうえ、メールで送付ください。
●問い合わせ・提出先
　企画財政課企画広報グループ
　〒073-0492　歌志内市字本町５番地
　緯  42-3214
　FAX   42-4111
　MAIL  kikaku@city.utashinai.hokkaido.jp

メンバー

募集中

・軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
・被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象になります。
・65歳以上の方の公的年金等に係る所得については、さらに15万円を引いた額で判定します。

後期高齢者医療保険料の保険料率が変わります

・保険料に関すること　　税務グループ（市役所１階 緯42-3217）
・制度全般に関すること　北海道後期高齢者医療広域連合（緯011-290-5601）

　新しい保険料率に基づいて計算された令和４年度の保険料額は、７月に「保険料
　決定通知書」により、個別に通知します。

●保険料率の見直し
　令和４年度の保険料率は、次のとおりです。

軽減後の
均等割額軽減割合　均等割額が軽減される世帯

（ 　　　部分は給与所得者等が２人以上の場合に計算します）
15,567円７割軽減 43万円＋10万円×（給与所得者等の数ー1）

25,946円５割軽減 43万円＋（28.5万円×被保険者数）＋10万円×（給与所得者等の数ー1）

41,513円２割軽減 43万円＋（52万円×被保険者数）＋10万円×（給与所得者等の数ー1）

●保険料額の決定

●問い合わせ

　後期高齢者医療制度の保険料は、加入者一人ひとりが等しく負担する「均等割」と、前年の所得に応
じて負担する「所得割」を合算して算出します。これらの保険料率は２年ごとに見直されることになっ
ており、このたび新しい保険料率が決まりましたのでお知らせします。

▼均等割額　年間　51,892円（前年度は52,048円で、156円減）

▼所得割率　年間　10.98％（前年度と変更なし）

▼賦課限度額　年間　66万円（前年度は64万円で、２万円増）
●保険料の軽減制度

▼均等割の軽減　保険料均等割の軽減割合は、次のとおりです。

▼被用者保険の被扶養者であった方の軽減
　この制度に加入したとき、被用者保険の被扶養者であった方は、負担軽減のための特例措置として所
得割がかからず、制度加入から２年を経過していない期間のみ均等割が５割軽減になります。
　なお、所得の状況により、均等割の軽減割合が７割に該当することがあります。
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　はじめまして、４月から市民課税務グループで勤務しています中山
祐汰です。
　私の出身は北見市で、高校卒業後、吉田学園公務員法科専門学校に
１年間通っていました。公務員を目指して勉強に取り組んできました
ので、市役所職員になることができ、たいへんうれしく思っています。
　現在、国民健康保険などの税金に関わる業務をしています。初めて
のことが多く、また、わからない用語や業務など、先輩たちに日々教
わりながらですが、若者らしい発想で市民の皆さんや歌志内市の力に
なれるように頑張っています。
　趣味は野球観戦、アニメ鑑賞、ゲームです。休みの日は趣味を楽し
みながら家でゆっくり過ごしていることが多いです。就職する前は寮
で生活していたため、一人暮らしにはまだ慣れませんが、試行錯誤しながら日々生活しています。
　歌志内市に来てまだ２か月なのでわからないことが多いですが、一人でも仕事ができるように先
輩方の働く姿を見て覚えていくのが今の私の目標です。

税務グループ 中 山 祐 汰 です税務グループ 中 山 祐 汰 です

なか やま ゆう た

　「広報うたしない」をより市民の皆さんに親しんでいただけるよう、写真掲載

コーナーの新設を予定しています。市では、市民の皆さんが撮影した写真を募集

します。撮影した自慢の一枚をぜひ、お寄せください。

　くわしくは、企画広報グループへお問い合わせください。

写真を募集します
広報うたしないに掲載する

●応募資格
　歌志内市在住の方（プロアマ、年齢は問いません）
●募集写真
　歌志内の魅力が伝わる四季折々の自然やイベント、日常の写真で以下の条件を全て満たすもの
　・歌志内市内で撮影したもの
　・おおむね１年以内に撮影したもの
　・未発表のもの
　・人物が特定できる場合は、その人物の承諾を受けたもの
●応募方法
　写真データを外部記憶媒体（ＣＤ－Ｒなど）に収めて企画広報グループに郵送または持参するか、電
子メールで送信してください。
●選考方法
　企画広報グループで審査のうえ、採用する写真を決定します。選考基準については、市に一任いただ
きます。採用の場合は、確認のため、ご連絡をさせていただきます。
●注意事項
　・応募写真の著作権は応募者本人に帰属しますが、市が自由に使用することに同意いただいたものと
します。

　・応募写真に関する著作権、肖像権等の問題が発生した場合、その責任は応募者に帰属するものとし、
市に損害が発生した場合、その損害は応募者に補償いただくこととなります。

　・応募者への記念品等はありません。
●問い合わせ・提出先
　企画財政課企画広報グループ　〒073-0492　歌志内市字本町５番地
　緯 42-3214／FAX 42-4111／MAIL kikaku.koho@city.utashinai.hokkaido.jp　
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問い合わせ　保健介護グループ（市役所２階 緯42-3213）

　国保の特定健診と後期高齢者の健診を下記のとおり実施します。
　また、国保の特定健診については、滝川市、砂川市の一部の医療機関で受けることができるようにな
りました。
　コロナに感染しても重症化しないためには、生活習慣病のコントロールが大切です。
　コロナ禍だからこそ、ぜひ健診を受診しましょう。

●健診の対象者・料金・検査内容

検　　査　　内　　容料　金対象者健診の種類

・身体計測（身長・体重・腹囲）
・血圧測定
・尿検査（ 蛋 

たん

 白 ・糖・潜血）
ぱく

・血液検査（脂質・血糖・肝機能・貧血・腎
　機能・痛風）
・心電図
・診察

無　料

40歳～74歳の国保加入者
※令和5年3月31日までに40歳
　になる方も対象です。

国保の
特定健診

後期高齢者医療保険加入者後期高齢者の
健診

国保の特定健診・後期高齢者の健診のご案内

●健診会場・時期等

申し込み通院者以外の受付時間時期・曜日健診会場

・通院中の方は医療機関窓口で申し込み
・通院者以外の方は、希望日の1週間前ま
  でに保健介護グループへ申し込み（緯
  42-3213）

①13:30～14:00
②14:30～15:00
③17:00～17:30
※③は水曜日のみ７月～

令和5年2月末
(月)～(金)

歌志内市立病院
（国保の特定健診）

・医療機関窓口または電話で申し込み
  勤医協上砂川診療所（緯62-2204）
※後期高齢者の健診を受ける方は、保健
　介護グループへもご連絡ください

9:30～11:00
※時間は予約の際に相談

勤医協上砂川診療所
国保の特定健診
後期高齢者の健診

通行規制区間への進入の危険性について
　道路で災害が発生した場合などには、通行止め等の規制が実施されます。
　通行止め区間へ脇道などから侵入すると、損壊した道路からの転落や、崩落した土砂に巻き込まれる等の
重大な事故につながる恐れがあります。

　問い合わせ　土木建築グループ（市役所2階 緯42-2223）

●通行規制情報（北海道地区道路情報のページ）
　https://info-road.hdb.hkd.mlit.go.jp/RoadInfo/index.htm

　たいへん危険ですので指定された 迂 回路のご利用をお願いします。
う

　なお、通行規制の状況は次のホームページで公表しています。

医　　　療　　　機　　　関市　名

細谷医院、村山内科医院、砂川慈恵会病院砂川市

滝川市立病院、滝川中央病院、武田医院、 鈴木内科クリニック、石田クリニック、シーザーズ
・メディ・ケア神部クリニック、若葉台病院、男澤医院、久保会医院、文屋内科消化器科医院、
おおい内科循環器クリニック、脳神経よしだクリニック

滝川市

　国保の特定健診は、下記の医療機関でも受けることができます。
　くわしくは、６月下旬に個別にご案内します。
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正
す
る
な
ど
、
関
係
条
文
を
整
備

し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
関
係
条

文
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
等
の
公
布
に
伴
い
、

基
礎
課
税
額
及
び
後
期
高
齢
者
支

援
金
等
課
税
額
の
課
税
限
度
額
を

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
未
就
学

児
に
対
す
る
被
保
険
者
均
等
割
額

を
減
額
す
る
規
定
を
設
け
る
な
ど
、

関
係
条
文
を
整
備
し
ま
し
た
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
高
規
格
救
急
自
動
車
の
取
得
に

当
た
り
、
予
定
価
格
が
２
０
０
０

万
円
以
上
で
あ
る
た
め
、
法
令
及

び
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
及
び
歌
志
内
市
特
別
職
の

職
員
の
給
与
等
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
国
家
公
務
員
の
一
般
職
の
給
与

改
定
に
準
じ
、
議
会
議
員
及
び
特

別
職
の
職
員
の
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
歌
志
内
市
職
員
給
与
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準

じ
、
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
改

NEWS

議会の動き
第3回臨時会

5月20日、会期1日間で開催

　令和３年度にいただいた「歌志内市ふるさと応援寄附金」の実績は下表のとおりとなりました。ご協
力ありがとうございました。
　この寄附金は、歌志内ふるさと応援基金に積み立て、将来を担う人材の育成をはじめ、地域住民の活
動支援や地域の活性化に関する事業などへ活用させていただきます。

　問い合わせ　企画広報グループ（市役所3階 緯42-3214）

ふるさと応援寄附金ありがとうござい
ました!

金額件数指定された使いみち

840万円48件（１）地域コミュニティの推進

196万5千円129件
（２）子育て支援及び教育・文化とス
ポーツの振興

123万5千円76件（３）地域の活性化

191万2千円101件（４）その他の地域振興

595万2千円354件計

●令和３年度ふるさと応援寄附金実績 ●寄附いただいた皆さまからのメッセージ
・とてもすてきな街であると伺いました。
コロナウイルスが落ち着いたらぜひ訪れ
たいと思います。
・若い人たちが活躍できる街づくりを期待
しています。
・過疎化でたいへんとは思いますが応援し
ています。

・日本一小さな市＝日本一幸せを感じる市
になってください。

　
神
威
か
ら
砂
川
市
一
の
沢
を

結
ぶ
「
道
道
1
0
2
7
号
砂
川

歌
志
内
線
」
を
利
用
す
る
ド
ラ

イ
バ
ー
の
方
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
路
線
は
カ
ー
ブ
が
多
い

た
め
、
対
向
車
が
大
型
車
の
場

合
に
は
、
少
し
で
も
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ン
を
は
み
出
し
て
し
ま
う

と
接
触
す
る
事
態
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
マ
ラ
ソ
ン
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
自
転
車
を
楽
し

む
方
や
、
山
菜
を
採
り
に
来
る

方
な
ど
の
姿
を
見
か
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
本
線
を
利
用
す
る
ド
ラ
イ
バ

ー
の
方
は
、
対
向
車
や
歩
行
者

な
ど
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
す
る

と
と
も
に
、
事
故
の
リ
ス
ク
が

増
え
る
こ
と
を
意
識
し
、
速
度

を
落
と
し
て
慎
重
な
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
環
境
交
通
グ

ル
ー
プ
（
緯
４
２
・
３
２
１
７
）

「
砂
川
歌
志
内
線
」

　
　
　
速
度
を
落
と
し
て
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　令和４年度以降、児童の養育状況に変更がない場合、現況届の提出は不要となります。ただし、次の①～④
に該当する場合は現況届の提出が必要です。
　現況届の提出が必要な場合は、６月17日（金）までに福祉事業グループへご連絡ください。
【現況届の提出が必要な方】
　①配偶者からの暴力等により、住民票の住所地と異なる市区町村で受給している方
　②支給要件児童の戸籍がない方
　③離婚協議中で配偶者と別居されている方
　④その他、市から提出の案内があった方

【支給額について】
　児童を養育している方の所得が、表１の①（所得制限限度額）未満の場合、表２の支給額を、所得が①以
上②（所得上限限度額）未満の場合、特例給付金額（児童1人当たり月額一律5,000円）を支給します。
　なお、10月支給分から、児童を養育している方の所得が表１の②以上の場合、児童手当等は支給されませ
ん。

② 所得上限限度額① 所得制限限度額
扶養親族の数（カッコ内は例）

収入額の目安所得額収入額の目安所得額

1,071万円858万円833万3千円622万円０人
（前年末に児童が生まれていない場合等）

1,124万円896万円875万6千円660万円１人
（児童１人の場合等）

1,162万円934万円917万8千円698万円２人
（児童１人＋年収103万円以下の配偶者の場合等）

1,200万円972万円960万円736万円３人
（児童２人＋年収103万円以下の配偶者の場合等）

1,238万円1,010万円1,002万円774万円４人
（児童３人＋年収103万円以下の配偶者の場合等）

1,276万円1,048万円1,040万円812万円５人
（児童４人＋年収103万円以下の配偶者の場合等）

児童手当額
（１人当たりの月額）

児童の年齢

 一律 15,000円 ３歳未満

 10,000円
（第３子以降は15,000円） ３歳以上６年生修了前

 一律 10,000円 ７～９年生（中学生）

●現況届について

●所得制限限度額・所得上限限度額について
　６月１日施行の児童手当法の一部改正に伴い、10月支給分（６～９月分）から、表１のとおりとなります。

■表１

■表２

児童手当に関するお知らせ児童手当に関するお知らせ

問い合わせ　福祉事業グループ（市役所２階 緯42-3213）

　児童手当等が支給されなく

なったあとに、所得が表１の

「②所得上限限度額」を下回

った場合、改めて認定請求書

等の提出が必要となりますの

で、ご注意ください。
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　市では、市外から移住していただく施策の充実や、市民の定住・子育てを応援するための施策
のほか、高齢者の生活支援を行っており、一人でも多くの方が歌志内に「住んでいて良かった」
としあわせを実感できるまちを目指して各種事業を行っています。
　現在進めている主な事業を紹介しますので、くわしくは各担当グループまでお問い合わせくだ
さい。　
　なお、下表の☆印は本年度の新規事業、※印は内容を拡充した事業です。

担　当概　　　　　　要制　度　名　等

企画広報Ｇ
緯４２-３２１４

市内で住宅を取得した場合、最大500万円の奨励金を交付
（指定する住宅用地に新築した場合）　定住促進助成事業　

 　
移
住
・
定
住
促
進

移住・定住を検討している方等を対象に、宿泊施設を活用し
て歌志内の暮らしを体験　短期移住生活体験事業

市内で売却・賃貸することが可能な空き家を登録し、その物
件を移住・定住を希望する方に情報提供

　空き家等情報登録制度
 （空き家バンク）

ふるさと振興Ｇ
緯４２-3215

市内で新たに起業を目指す方に、店舗等購入費や改修費、設
備導入などの創業に要する費用の一部を助成
（最大100万円、補助率2/3（原則））

　創業支援事業

住宅管理Ｇ
緯４２-２２２３

個人住宅の改修や耐震化費用に対する助成　住宅改修促進助成事業
高校生相当までの子どもがいる世帯は、家賃も高所得世帯を
除き収入超過割り増しなし　公営住宅入居収入基準緩和　

　
　
　
　
　
　
　
　
子
　
　
　
　
育
　
　
　
　
て
　
　
　
　
支
　
　
　
　
援

福祉事業Ｇ
緯４２-３２１３

「教育」「保育」「子育て」を総合的に支援する認定こども園　認定こども園

認定こども園入園者の保育料・給食費を無料化　認定こども園保育料・給食
費の無料化

認定こども園の特別保育サービスとして「一時預かり保育事
業」や「延長保育事業」を実施　認定こども園特別保育事業

３歳未満の子どものいる世帯に燃やせるごみ袋20リットル
を１か月当たり10枚（最大120枚）を配布　子育て支援ごみ袋支給事業

学校教育Ｇ
緯４２-４２２３

児童生徒の修学旅行費用を全額助成　修学旅行費用助成事業
就学経費を負担している世帯の経済的負担軽減のため、高校
生等１人につき月額１万円を交付　高等学校等就学支援事業

義務教育学校全学年の遠距離通学者にスクールバスを運行　スクールバス運行
義務教育学校補助教材費の一部を負担　補助教材費一部負担

義務教育学校の給食費を無料化　学校給食費無料化
義務教育学校児童生徒の英語検定受検を奨励し、１人年１回、
検定料を全額助成　英語検定料助成

社会教育Ｇ
緯４２-４２２３

８月～３月の土曜日、義務教育学校（後期課程）対象の学習
塾（無料）を開催

　チャレンジキャンパス
　（公的学習塾）

戸籍保険Ｇ
緯４２-３２１７18歳までの子ども医療費を無料化　子ども医療費助成事業

保健介護Ｇ
緯４２-３２１３

妊婦一般健康診査と超音波検査各14回分を助成　妊婦健診費用助成事業
１歳から高校生相当、妊婦のインフルエンザ予防接種の無料
化　予防接種費用助成事業

不妊治療に係る治療費・交通費の一部を助成　不妊治療費助成事業
幼児歯科健診にあわせて、妊婦の歯科健診実施（無料）　妊婦の歯科健診
新生児期に実施する聴覚検査の費用の全額助成　新生児聴覚検査
ベビーバス・ベビーベッド・ベビーラック・体重計・チャイ
ルドシート・ベビーカーのレンタル費用の助成（最長36か月
未満、レンタル費用の上限あり）

※子育て用品レンタル事業

小児慢性特定疾病の通院に係る交通費の助成（上限年12回）　小児慢性特定疾病交通費助
　成事業

「みんなで創る笑顔あふれるまち」を目指して！
小さいまちならではの魅力を！
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担　当概　　　　　　要制　度　名　等

学校教育Ｇ
緯４２-４２２３

全学年で外国語指導助手の活用　学校での国際教育の充実事
業

 教
育
環
境
の
充
実

人型ロボットを導入し、プログラミング教育へ対応　プログラミング教育教材機
器導入

社会見学やスキー授業などの学校行事に市のバスで移動　社会見学などのバス移動無
　料化事業

保健介護Ｇ
緯４２-３２１３

定期高齢者肺炎球菌予防接種、インフルエンザ予防接種の無
料化　高齢者の感染予防事業　

  　
　
　
　
　
高
齢
者
等
の
支
援

後期高齢者健康診査の検査項目の拡充と無料化※高齢者の健康管理事業
健康診査受診者等に対する、歯科健診の実施（無料）　高齢者の歯科健診
体力的に除雪が困難な高齢者世帯等に、除雪ヘルパーの派遣
や除雪経費の一部を負担　老人家庭除雪支援事業

在宅で要介護者を介護している家族に、月3,000円分の介護
用品引換券の交付（紙おむつ等を利用している場合は燃やせ
るごみ袋20リットルを1か月当たり10枚支給）

　介護用品支給事業

65歳以上の耳の聞こえが悪い方で、補聴器が必要な方に、
30,000円を上限に補聴器の購入費用を助成

☆高齢者補聴器購入費助成事
　業

体力的に草刈りが困難な高齢者世帯に、草刈りヘルパーを派
遣（６月～９月の間に２回まで派遣）☆高齢者草刈り支援事業

福祉事業G
緯４２-３２１３

75歳以上の全市民に年間6,000円のタクシーまたはバス利
用券を交付

　高齢者外出支援交通機関利
　用助成事業

要介護度や身障等級（条件あり）に応じて年間10,000～
25,000円のタクシー利用券を交付　外出支援サービス事業

高齢者世帯等へ利用優待券を交付　温泉施設利用優待事業

－小さいまちならではの魅力を！－

ひ
と
り
ご
と

ど
う
畑
のNo.34

〈
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
太
田
〉

　
雪
解
け
を
待
ち
、
4
月
中
旬
か
ら
今
季

の
畑
作
業
を
始
め
ま
し
た
。
5
月
中
旬
の

今
は
、
ぶ
ど
う
の
芽
が
む
く
む
く
と
膨
ら

ん
で
き
て
い
ま
す
。
昨
季
は
雨
不
足
な
ど

で
厳
し
い
年
だ
っ
た
の
で
、
心
配
も
あ
り

ま
し
た
が
、
立
ち
上
が
り
は
上
々
の
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　「
ぶ
ど
う
栽
培
は
毎
年
が
一
年
生
」
先

輩
農
家
の
言
葉
で
す
。
樹
は
樹
齢
を
重
ね

て
毎
年
形
や
性
質
が
変
化
し
て
い
き
ま
す

し
、
気
象
条
件
も
全
く
同
じ
年
は
あ
り
ま

せ
ん
。
何
十
年
も
経
験
の
あ
る
先
輩
が
そ

う
言
う
の
で
す
か
ら
、
私
も
毎
年
新
鮮
な

気
持
ち
で
、
謙
虚
に
学
ぶ
姿
勢
で
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　「
ぶ
ど
う
は
人
の
足
音
を
聞
い
て
い

る
」
こ
れ
は
他
の
先
輩
の
言
葉
で
す
。
最

近
は
、
ド
ロ
ー
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し

た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
導
入
が
進
ん
で

い
ま
す
。
そ
れ
も
大
事
な
取
り
組
み
で
す

が
、
ぶ
ど
う
の
発
す
る
叫
び
に
気
付
く
こ

と
が
で
き
る
の
は
人
の
目
で
す
。
前
述
の

言
葉
が
、
こ
こ
の
何
十
倍
も
の
大
農
場
を

統
括
す
る
先
輩
の
言
葉
な
の
で
す
か
ら
、

気
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。
私
も
畑
を
く
ま

な
く
歩
き
、
ぶ
ど
う
を
よ
く
観
察
し
、
そ

の
と
き
ど
き
で
必
要
な
世
話
を
施
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
季
は
、
年
間
を
通
し
て
い
つ
ど
の
よ

う
な
作
業
を
行
う
か
を
知
り
、
そ
の
と
お

り
に
動
く
だ
け
で
精
一
杯
で
し
た
。
今
季

は
次
に
行
う
べ
き
作
業
や
ペ
ー
ス
配
分
を

自
ら
考
え
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。
将
来
的
に
ぶ
ど
う
農
家
と
し
て

独
立
す
る
際
に
は
、
苗
植
え
・
収
穫
な
ど
、

作
業
の
時
期
や
方
法
は
自
分
で
決
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
季
は
そ
う
い
っ
た

視
点
も
養
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　６月５日（日）に消防演習をうたみん駐車場で行います。
　消防演習を開催するにあたり、13時00分にサイレンを鳴らしますので、火災とお間違いのないようお知ら
せします。
　13時00分から13時20分まで分列行進を行うため、下記の区間（道道赤平歌志内線「本町沢町入口～郷土
館ゆめつむぎ前」）を通行止めにします。
　なお、新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、消防演習を中止する場合があります。

令和４年度歌志内市消防演習のお知らせ

●通行止め区間地●通行止め区間地図図

食生活改善推進協議会
おすすめ健康料理

　　砂糖……… 小さじ1
　　スープの素
　　　　　 ……小さじ1
　　ごま油 ……小さじ1
　　オイスターソース
　　　　　 ……小さじ2
　　酒………… 小さじ2

・豚肉に片栗粉をまぶすことで、調味料が絡みやすく、
　またやわらかく仕上がります。
・他の野菜でも作れます。炒め用ミックス野菜は切る
　手間がなく、さらにお手軽です。

●作り方
①耐熱容器（タッパーやコンテナー等）に豚肉を入れ
　て片栗粉をまぶす。食べやすく切った小松菜を上に
　のせ、混ぜ合わせたＡをかける。
②フタをずらしてかぶせ（または、ふんわりとラップ
　をかけ）、600Ｗの電子レンジで４分加熱し、全体を
　混ぜればでき上がり。

　歌志内市食生活改善推進協議会（小島照美会長・推
進員21名）より、おすすめの健康料理をご紹介します。
　今回は、カルシウム豊富な小松菜をたっぷり食べら
れるひと皿です。電子レンジで作りますが、シャキシ
ャキとした炒めもの風に仕上がります。火を使わず簡
単に調理できるので、下準備しておけば、お父さんや
お子さんのお留守番ごはんにもおすすめです。ぜひお
試しください。

豚肉と小松菜のオイスター 炒 め
いた

●材料（2人分）
　豚こま切れ肉
　　　　　　 ……120g
　片栗粉……… 小さじ1
　小松菜 …1束（200g）

ワンポイント
アドバイス

A

 １人分の栄養価
　エネルギー…158kcal
　たんぱく質……14.4ｇ
　脂質 ……………  8.4ｇ
　カルシウム　…175mｇ
　塩分 ……………  1.4ｇ

　問い合わせ　警防・救急グループ（消防本部 緯42-3255）



問い合わせ 保健介護グループ  （市役所２階  ☎ 42-3213）

あなたの健康を応援します!
Let’ s 健康！
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　６月は「食育月間」、毎月19日は「食育の日」です。今回は食育についてお伝えします。

●食育ってなに？

　食育は、生きるうえでの基本であって、知育･徳育･体育の基礎となるものと位置づけられています。
様々な経験を通じて、食の知識・食の選択力を身につけ、健全な食生活を実践できる力を育むのが食育
です。食べることは生涯続くことであり、子どもはもちろん、大人になっても食育は必要です。

●食育が大切なワケ

　いま食育が重要視されている背景には、近年の食に関連した様々な課題があります。栄養の偏りや不
規則な食事による肥満、それらが原因の生活習慣病の増加、若い女性を中心に見られる過度のダイエッ
ト、高齢者の低栄養など、健康面での問題が指摘されています。こうした中、食の知識と食の選択力を
身につけることで健全で充実した食生活を実現し、健康寿命の延伸につなげていけるよう、食育が重要
なのです。

●食育で身につけたい「力」とは

　「日本型食生活」は、お米を主食として主菜と副菜があり、魚・肉・豆・乳・野菜・果物・茶など多種
多様な食品を組み合わせた、栄養バランスに優れた食生活のことです。日本人が世界有数の長寿である

●お米を中心とした「日本型食生活」のススメ

　食育は、子どものころから家庭や学校地域など様々な場所で学び、身につけていくものです。そして、
大人になってからも生涯にわたって実践し、育み続けていくものです。さらに大人には、そうした食の
知識・経験や、日本の食文化などを次世代に伝えるという役割もあります。

理由の一つだと、国際的にも評価されています。
　また、お米が中心の食事は、和・洋・中の幅広い料理を楽しむことができ、日本
各地で生産される豊かな食材を盛り込むこともできます。
　主食・主菜・副菜は、家庭での調理だけでなく、市販品などを利用してもそろえ
ることができます。うまく組み合わせることで、どなたでも「日本型食生活」の実
践が可能です。食育月間であるこの機会に取り組んでみませんか？

妊娠期
(胎児期) 乳幼児期 高齢期成人期思春期学童期

 
 

  
 

 

  
 

 

 

・食事を通じて心と身体の健康を維持できる力　　・食事の大切さや楽しさを理解する力
・食べ物の選択や食事づくりができる力　　　　　・一緒に食べる楽しみを持つ力（社会性）
・日本の食文化を理解し伝えていく力　　　　　　・食べ物や作る人への感謝の心を持つ力

食べる意欲の
基礎を作る

食の体験を深め、
望ましい食習慣を
身につける

健全な食生活を
実践し、次世代へ

伝える

食文化や
食の知識を
次世代に伝える


